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八ードウエア編 


本装置のハードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （82 ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説日月しています。 

設置と接続 （93 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接続につ 
いて説明しています。 

基本的な操作 （106 ページ） 

電源の 0 N や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセット方法などに 
ついて説明しています。 

内蔵オプションの取り付け（117ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

日 I 0 S のセットアップ（163ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法およびシリアル ATA ハードディスク 
ドライプの RAID 構築方法について説明しています。 


リセ ッ トとクリア（196ページ） 

リセットする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のウリア方法について説明します。 

割り込みライン （199 ページ） 

マザーボードの割り込みの設定について説明しています。 


RAID コンフィグレーション （200 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するため 
の方法について説明しています。 
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各部の名称と機能 


本装置の各部の名称を次に示します。 



(3) (5)-1 (6) 



(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護する力 
パー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる （—106 ページ)。 

(2) キース□ット 

フロントぺゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーでロックの差し口 （—106 ページ)。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する卜88ペー 
ジ)〇 

(4) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのうち、いずれが1つでも故障するとア 
ンパー色に点灯する （—89 ページ)。 


(5) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する （—89 ページ)。アイコンにある数字は 
「1」が LAN ポート1用で、「2」が LAN ポート2用 
を示す。 

(6) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアがらのコマンドによっても点灯または点滅 
する （—90 ページ)。ソフトウェアからのコマン 
ドによっても点滅する（オプションのリモートマ 
ネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを装着しているときに機能す 
る） （—158 ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプ （—88 ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンパー色/赤色に点灯または点滅する。 
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装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 


前ページの 


(1) (2) (3) (3) 〜⑺を （4) (5) (6) (7)-1 (7)-2 (7)-3 (8)-1 (8)-2 (8)-3 (1) 



(1) 八ンドル（左右に1個ずつ） 

ラックがらの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) シリアルポート B(COM B ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—103 ページ、 —105 ページ)。 

(3) USB コネクタ （2 ポート） 

US 巳インターフェースに対応している機器と接続 
する103ぺージ)。 

(4) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する （—288 ページ） 

(5) POWER スイッチ 

電源を〇 N / OFF にするスイッチ （—107 ページ)。 
—度押すと POWER / SLEEP ランプが点灯し、〇 N 
の状態になる。もう一度押すと電源を OFR こす 
る。4秒以上押し続けると強制的に電源を OFR こ 
する （—196 ページ)。 

(6) UID (ュ ニッ ト ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N / OFF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（—111ページ)。 
ソフトウェアからのコマンドによっても点滅する 
(オプションのリ モー トマネージメント カー ド/ア 
ドバンスドリ モー トマネージメント カー ドを装着 
しているときに機能する） （—158 ページ)。 


(7) CD - ROM ドライブ 

CD - R 〇 M の読み出しを行う装置 （—114 ページ)。 

(7)-1 ディスクアクセスランプ 
(7)-2 CD トレーイジェクトボタン 

(7) -3 強制イジェクトボタン 

(8) 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 

3.5 インチフ□ッピーディスクを揷入してデータ 
の書き込み/読み出しを行う装置 （—112 ぺ一 
ジ)。 

(8) -1 ディスクアクセスランプ 
(8)-2 ディスク揷入口 

(8) -3 イジェクトボタン 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

最大3台まで搭載可能 （—120 ページ)。括弧数字 
のあとの数字は SCSI ID を示す。標準構成では 

(9) -0 を除くペイにダミースポンジが搭載されて 
ぃる。 

(10) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライプにあるランプ（ページ)。 
ハードディスクドライブにアクセスしているとき 
に緑色に点灯する。ハードディスクドライプが故 
障するとアンパー色に点灯し、リビルド中は緑色 
とアンバー色に交互に点滅する（ディスクアレイ 
構成時のみ)。 
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装置背面 


(1) (2) (3) (4) (5) (6) 



(1) □ープ□ファイル PCI ポード増設用スロッ 
卜 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—103 ページ)。□—プ□ファイル専用スロッ 
卜。 PCI スロット番号は「1C」。 


オプションの LAN ボードを搭載している場合、 
LAN ケープルのコネクタのツメが手では押しに 
<くなっているため、マイナスドライパなどを 
使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライパなどが LAN ボードを破損 
しないよう十分に注意してください。 


(2) フル八イト PCI ポード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるスロット 
(—103 ページ)。フルハイトのボード用スロッ 
卜。 pci ス□ット番号は n 巳」。 

(3) セットスクリュー 

本装置のロジックカパーを固定するネジ。 

(4) 電源ユニット 

標準装備の電源 ユニット。 増設電源 ユニッ トを 取 
り付けることで冗長構成を構築できる（—125 
ページ)〇 

(5) AC インレット 

電源コードを接続するソケット （—103 ページ)。 

(6) ブランクパネル（増設電源ユニットスロッ 

卜） 

オプションの増設電源ユニットを搭載する。 
(SCSI モデルのみ） 

(7) マウス/キー ポー ドコネクタ 

添付の中継ケーブルを使用してマウス/キーボー 
ドを接続する （—103 ページ)。 

(8) SCSI コネクタ 

外付けの SCSI 機器と接続する （—103 ページ)。 
(SCSI モデルのみ） 


(9) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯する（オプ 
シヨンのリ モー ト マネー ジメント カー ド/アドパ 
ンスドリ モー ト マネー ジメント カー ドを装着して 
いるときに機能する） （—90 ページ)。 

(10) UID (ユニット 旧）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N/OFF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もろ一度押すと消灯する（—111ページ)。 

(11) DUMP スイッチ ( NMI ) 

押すとメモリダンプを実行する（—288ページ） 

(12) シリアルポート A(COM A ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—103 ページ)。接続する装置により、本体の設 
定を変更する必要がある （—105 ページ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(13) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る （一103 ページ)〇 

(14) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—103 ページ)。括弧数字の 
後の数字は「1」が LAN ポート1で「2」が LAN 
ポート2を示す。 

(15) Speed ランプ（アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ （—91 ページ)。 

(16) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ （—91 ベー 
ジ)。 

(17) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する （—103 ページ)。 
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装置外観 



(1) ドライブカバー (3) ロジックカバー 

ハードディスクドライブ部を覆っているカパー。 マザーボードを覆うカパー。 

(2) リリースポタン 

ドライプカパーを外す際に押すボタン。 
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装置内部 



(1) CD - ROM ドライブ 

(2) ハードディスクドライブベイ括弧数字の後 
の数字は SCSI ID の番号を示す。 

(3) フロッピーディスクドライブ 

(4) 冷却フアン 

括弧数字の後の数字は FAN の番号を示す（3、4、 
5、6、10はオプションを示す)。 

(5) フアンダクト 


(6) マザーポード 

(7) 電源ユニット 

括弧数字の後の数字は1が標準装備、2がオプシヨ 
ンを示す。 

(8) PCI ポード 

(9) DIMM 

(10) ヒートシンク 

(11) SCSI バックポード 
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( 12)-2 
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装置前 mi 



外部接続コネクタ 
(84 ページ参照） 


装置背而 


( 10 ) 


( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 


(5) 

( 6 ) 

(7) 

( 8 ) 

( 9 ) 


電源コネクタ 
リチウムバッテリ 

CMOS メモリクリア用ジャンノ《スイッチ 
(—197 ページ） 

アクセスランプ用コネクタ（増設 SCSI / 
ディスクアレイコント□ーラの LED 中継 
ケーブル接続用） 

RMC / ARMC 用コネクタ 

SCSI コネクタ1(内蔵用ハードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ） 

SCSI コネクタ2 

) v° スワードクリア用ジャンノ v° スイッチ 
(—197 ページ） 

PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜のポード用、100 MHz /64 -bit • 3.3 V 
PCI - X ) 


(10) PCI ライザーカード用コネクタ（□ープロ 
ファイルのポード専用、 66 MHz /64 -bit • 
3.3 V PCI - X ) 

(11) DIMM (インターリーブタイプ用） 

ソケット（図の上のソケットがら順番に 
DIMM#1、DIMM#2、DIMM#3、DIMM#4、 
DIMM#5、DIMM#6) 

(12) プ□セッサ （ CPU ) ソケット 

(12)-1 プロセッサ# 1(CPU#1) 

(12)-2 プロセッサ# 2(CPU#2) 

(13) 冗長ファンジャンパスイッチ 
オプションの冷却ファン （—155 ページ）を取り 
付けた際に、冗長ファン機能を有効にするジャン 
パスイッチ 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ （ t) 

本体の電源が ON の圊、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

ハードウェアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンパー色に点灯/点滅し 
ているときはハードウェアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


两~〇 • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインス!ルしてお 
Bto くとエラーログを参照することで故障の原因を確認することができま 

す。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン 
処理ができる場合はシャツトダウン処理をして再起動してください。 
シャツトダウン処理ができない場合はリセツト、強制電源 OFF をするか 
(196 ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点滅 

メモリか CPU 、電源のいずれかが縮 
退した状態で動作しています。 

装置背面の AC POWER ランプの状 
態を確認してください。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ1ビットエラーが多発してい 
ます。 

消灯* 

電源が OFF になっている。 

- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を検出した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 


* オプションのリ モー ト マネージ メント カー ド/アドパン ス ドリ モー ト マネージ メント カー ドを装着 
している場合にのみ表示します。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンパー色に点灯* 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 

アンパー色に点滅* 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して<ださい。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどラか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


* オプションのリ モー ト マネージ メント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネージ メント カー ドを装着 


している場合にのみ表示します。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブペイに取り付けられているハードディスク 
ドライブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンパー色に点灯している場合は、ハードディスクドライプに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライプの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 


内蔵ディスクアレイコントローラを取り付け、本体内蔵ハードディスクドライ 
■to ブと接続した場合、ディスクアレイコントローラからマザーポードへアクセス 
ランプ信号ケーブル（装置に内蔵）を接続する必要があります。 


ACT ランプ（晶 ) 


本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 
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UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設定しているときに、装置前面にある UID スイッ 
チを押すと、装置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしようとしている装置 
を特定することができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。 

オプションのリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージ 
メントカードを装着するとオフライン保守ユーテイリテイなどのソフトウェ 
アからランプを点灯させることができます。 


ディスクアクセスランプ 

フロッピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのディスウアクセスランプは、それぞれに 
セツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

ハードディスクドライブペイに搭載される 
ハードディスクドライブにある DISK ランプ 
は表示状態によって意味が異なります。 


• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

ディスクアレイを構成しているときに 
取り付けているハードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 


ディスクアレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) を構成している場合は、1台のハー 
ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディ 
スクを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの 
交換はホットスワップで行います）。 
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• 緑色とアンパー色に交互に点滅 

ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動 
的にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色と 
アンパー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。 1 J ビルドに失敗するとランプがアンパー色 
に点灯します。 


リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
Bto してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネウタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 


Speed 

ランプ 



LINK/ACT Speed ランづ 

ランプ ランプ 


• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体とハフに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケープルの状態やケープルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□—ラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信 モー ドがどのネットワ ー クインタフ エースで 
動作されているかを示します。 

LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしています。 

アンパー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
色に点灯しているときは、1000 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯して 
いるときは、1 0 BASE - T で動作されていることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は日 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
の中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 
春 アース線をガス管につながない 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまうような設置はしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、泠蔵庫などの近く）。 
















94 設置と接続 


• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食を促進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 


胃-〇 ラック内部の温度上昇とエアフローについて 

BBH 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 0 0° C ~35° C ) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 

ここでは、 NEC 製のラックまたは他社製ラックへの取り付け手順について説明します。 



0 


警告 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所で使用しない 


A 注意 


AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 
拳 カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

装置に添付のネジ ( M 5 ネジ、ネジ部の長さ 10 mm ) を6本とコアナツト8個を用意してください。 

T x8 麟 x10 

M5 ネジ M5 コアナツト 

* 2個ずつ予備が付いています。 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために必要な工具はプラスドライパとマイナスドライバです。 
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取り付け手順 


本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 

• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、スラ 
イドレールをネジで固定しておりま 
す。ラックへ取り付ける前に、コアナッ 
卜を取り外してください。 

コアナットを手で固定してからセット 
スクリユーを回し、コアナットを取り 
外してください。取り外したコアナツ 
卜は大切に保管してください。 


參 レールアセンブリの取り外し 

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくすると、「力 
チッ」とロックされます。 

本体左右の側面にあるレリーズレパーを押して、ロッウを解除しながら本体から取り外 
します。 




レールアセンブリを取り外すと、本体はネジ止めされたインナーレールのみが取り付け 
られた状態になります。 



インナーレール 
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コアナツ 




a 

口 

I 

0. 

P 

P 

口。 

P 

P 

口。 


装置削面 
(左右に各2個） 

コアナットはラックの内側から取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使つてもう一 
方のツメをラックのフレームに引つが 
けます。 


装置背面 
(左右に各2個) 



I チェッ^] 


ラックの前後、左右に取り付けたコアナツトの高さが同じであることを確認し 
てください。 


riuj (刻印 

で見分けるこ 
とができる） 


レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 
どちら側のインナーレールから取り外したものかわかるように印を付け 
るなどして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら側のインナーレールから取り外したものがわかるように区別して 
ください。 

レノ v —やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


コアナツトの取り付け 

装置に添付のコアナットをラックに取り付けます。 


ま 


T5 


DDDQpDpppppnnn 

- c J 


〇 〇 
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コアナットを取り付けた位置に 
レ _ ルのフレームを合わせる。 

コア ナットと レー ルの フレームで 
ラックのフレームを 挟むように配 
置させ、レールの長さを調節して 
ください。 


• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリには左用と右用があります。下図を参照して左用、右用を確認してく 
ださい。 

前面側 背面側 

nr ~。1 iu- - — 

左用 



ネジ穴（ラックの奥行きに合わせて長さを 


前面と背面をネジで固定する（前 
面1本、背面2本)。 



レールの長さを調整するネジを固定する。 




すでに取り付けているレールアセンブリと同じ高さに取り付けられているこ 
とを確認してください。 


2 . 
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• 本体の取り付け 


A 注意 

A ⑤ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引き 
出す。 


2. 2人以上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
プリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 
途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレパー（左右 
にあります）を押しながらゆっく 
りと押し込みます。 

初めての取り付けでは各機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 





レノ（一 やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

本装置の筐体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直して<ださい。 

• スライド レール 部分の動作を確認して<ださい。スライドレールがラッ 
クの フレームに あたり、引き出せない場合は、スライド レールを 取り付 
け直してください。 


• 本体の固定 


1. 本体をラックへ完全に押し込む。 


2. 前面の左右にあるセツトスク 
リューでラックに固定する。 





以上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 一人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した1犬態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1 . 本装置の電源が〇 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 



3. < オプシヨンのケーブルアームを取り付けている場合のみ> 

ケーブルアームを本装置から取り外す。 


4. 本装置の前面にあるセツトスク 
U ユーを ゆるめる。 
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5. 本体をゆっくりと静かにラックか 
ら引ぎ出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 

6. 左右のレリーズレノ（一を押して 
ロックを解除しながらゆっくりと 
ラックから引き出す。 



レリーズレパー 


wrO 装置を引き出した状態で、弓|き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
し〗。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


7. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 



• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ (一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネウタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


胃~〇 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせください。 



警告 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
い 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 


• 
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八プ 

(マルチポート 
リビータ） 


シリアルインタ 
フェースを持つ 
機器 512 


SCSI インタフェース 
を持つ機器 


100BASE-T/ 

1000 BASE-TX/ 
10BASE-T , I 


100BASE-T/ 

1000 BASE-TX/ 
10BASE-T 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する 3 " 4 。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 


背面 



キーボード マウス 


ディスプレイ装置 


*1USB キーポード/マウスはサボートしていません。 

*2 専用回線へ直接接続することはできません。 

管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート B のみ可能です （BIOS の設定が必要)。 
*3 添付の分岐ケープルを使用します。 

*4 電源コードは、 15A 以下のサーキットプレーカに接続してください。 
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• 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
し、。 0 N の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用できることを 
あらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用できないものがあります。 

參 SCSI の規格によってケーブル長 （ SCSI 機器内部の接続ケーブル長を含 
めたケーブルの全長）には制限があります。詳しくはお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください（本体内部の SCSI 
ケーブル長は0.1 m です)。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできませ 
ん〇 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してくださ 
い0 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイでケーブルがから 
まないよう固定してください。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミングしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービスコン 
セントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （「0 UTPUT 1 丄 「0 UTPUT 2」 と呼ぶこともあります)。 

<例> 



UN-SWITCH OUT SWITCH OUT 

(0UTPUT2) (OUTPUT 1) 


UPS を制御するアプリケーション ( ESMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい場 
合は 、 SWITCH OUT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続します （24 時間稼働させる 
モデムなどにはこのコンセントに接続します）。 

本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定を変更してください。 

BIOS の 「 Server 」 一 「 AC - Link 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは181ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の 0 N /0 FF やフロッピーディスクドライブ、または CD - ROM ドライプを取り扱う 
とき、ハードディスクドライプペイへのハードディスクドライプの取り付け/取り外しを行う 
ときはフロントぺゼルを取り外します。 


W-W フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
¢¢3 とができません。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フロントぺゼルを取り付けるときは、フロン 
卜べゼルの左端のタブを本体のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けます。取 
り付けた後はセキュリティのためにもキー 
でロックしてください。 


タブ 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 



マザーボード上にある本装置を監視する「サーパーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約10秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーパーマネージメント論理回路が要求するものです。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

✓ 無停電電源装置 （UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


WO • AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で10秒以上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでください。 


POWER ランプ 


POWER スイ'ソチ 



「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメ、ソセージを表示します。 
264ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BIOS のコンフィグレーション」の 「Advanced 
(172 ページ）」にある rBoot-time Diagnostic ScreenJ の設定を 「 Enabled 」 に 
切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


两~〇 • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
P 顆 てください。 

• システムの構成によつては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのポードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションのマニュアルにある説明を確認してから何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いつたん停止することがあります。 

この場合は <F1> キーを押して POST を継続させてください。ポードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 


1. 電源 OKI 後、 POST が起動し、メモリチェックを 始めます。 ディスプレイ装置の画 
面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示され ます。 本体に搭載されて 
いるメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあ 
ります。 同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程 
の時間がかかる場合が あります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーポードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、163ぺージを参照してください。 SETUP 
を終了すると、自動的にもう一度はじめから P 0 S 丁を実行します。 

4. 続いて本体に内蔵の SCSI コント□—ラを検出し 、 SCSI BIOS セットアップユー 
テイリテイの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいる 
と数秒後に POST を自動的に続けます)。 


Press < C t r L > <A> for SCSISeLect(TM) Utility! 

ここで < Ct 「 l > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパ 
ラメータの機能については188ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI パスに複数の SCSI コント□ーラポードを搭載しているときは、 PCI ライ 
ザーカード nc 」 （ロープ□ファイル用）、 pci ライザーカード riB 」 （フルハイト 
用）に搭載しているボードの順で SCSI BIOS セットアップユーティリティの起動 
メッセージを表示します。 

5. オプションポードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

6. オプションのディスクアレイコント□—ラを搭載している場合は、ディスクアレイ 
BIOS セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます（搭載 
したボードによつて起動メッセージや操作が異なることがあります)。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にして本装置を起動し直してください。 


0 S をインス I 'ールするまではパスワードを設定しないでくださし A 。 


8. POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照してください。 


保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
■to ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障している CPU またはメモリは SETUP ユーテイリテイからでも確認できま 
す （171 ぺージ、178ぺージ参照）。 


プロセッサ ( CPU )/ メモリ （ DIMM ) のエラーメッセージと CPU / DIMM の取り付け位置 

CPU や DIMM のエラーメッセージ中のソケット番号 (Processor n や Slot n 、 n : ソケット番号)は 
下図のように対応しています。 



ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が連続して1回、5回、2回、2回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 
1 -5-2-2) ときはプロセッサ未検出エラーが起きたことを示します。 

ビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保守編」を参照してく 
ださい。 
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電源の OFF 


次の順序で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


サーバの確認 （ LMD スイッチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために装置の前面および背面には 「UID (ユニット id ) ランプ」がもうけられて 
います。 

前面にある U 1 D (ユニット ID ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフエースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 




UID スイッチ UID ランプ 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フロッピーディスク （1.44 M パイト）と 2 DD フロッピーディスウ （720 K パ 
イト）を使用することができます。 

フロッピーディスクのセット/取り出し 

フ□ッピーディスウをフ□ッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし 
て、フロッピーディスウドライプのイジェクトポタンが少し飛び出します。 

イジェクトポタンを押すとセツトしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか 
ら取り出せます。 


^ • フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディス 
||エック| クの内容を読めないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付の説明書を参照してフロ、ソ 
ピーディスクをフォーマツトしてください。 

• フロッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起 
動するとフロッピーディスクから起動します。フ□ッビーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フ□ッビーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してから 
フロッピーディスクを取り出してください。アクセスランプが点灯中に 
取り出すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点に注意して取り扱って<ださい。 

參フロッピーディスクドライブにはていねいに奧まで挿入してください。 

• ラペルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やポールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。 

• フ□ッピーディスウの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フロッピーディスウは、保存している 
内容を誤って消すことのないようにラ 
イトプ□テクト（書き込み禁止）がで 
きるようになっています。ライトプロ 
テクトされているフロッピーディスウ 
は、読み出しはできますが、ディスウ 
の フォーマッ トやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの入ってい 
るフロッピーディスクは、書き込み時 
以外はライトプ□テクトをしておくよ 
うお勧めします。 3.5 インチフロッ 
ピーディスクのライトプ□テクトは、 

ディスク裏面のライトプ□テクトス 
イッチで行います。 

• フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にパックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフロッピーディスクは必ずパックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライプがあります。 CD - ROM ドライプは CD-ROM (読み出し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフロッピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み出すことができます。 


△注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトレます。 


1. ディスクを CD - ROM ドライブにセットする前に本体の電源が ON ( POWER ランプ 
が緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 











5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

トレーにセツトする。 


駆動部分 



CD - ROM のこの部女 


6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す。 



ディスクの取り出しは、ディスクをセットす 
るときと同じように CD トレーイジェクトボ 
タンを押してトレーを引き出します。 

アウセスランプが点灯しているときは CD に 
アクセスしていることを示します。 CD 卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらディスウの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 


CD - ROM を取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り出せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り出します。 


1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）を CD - ROM 前面右側にある 
強制イジェクトホールに差し込ん 
でトレーが出てくるまでゆっくり 
と押す。 


□ メ) 



強制イジェクトホール 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM が取り出せない場合は、保守サービス 
会社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


CD - ROM の取り扱いについて 

セットする CD - ROM は次の点に注意して取り扱ってください。 

參 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

參 CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

參 CD - ROM にラペルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでください。 
參たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ペンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


w-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウェア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER CD - 
ROM を使ったシステムをアップデートしてください （42 ページまたは 
72ページを参照)。 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守つてくださ 
い。 


警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 


自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 
リチウムバツテリや ニツカ ドバツテリ、 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 


ニッケル水素パッテリを取り外さない 


A 注意 




装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


A A 

Q 


• 一人で持ち上げない 
• 中途半端に取り付けない 
• カバーを外したまま取り付けない 
• 指を挟まない 
• 高温注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

3. フロントべゼルのロックを解除する。 



4. フロントべゼルを取り外す。 

5. POWER スイッチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

6. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚のハードディスクドライブを搭載することができ 
るハードディスクドライブペイがあります。 

ディスクインタフェースは Ult 「 a 320 SCSI インタフェースをサポートしています。ハードディ 
スクドライブは80ピンのシングルコネクタアタッチメント ( SCA ) タイプです。 


春 NEC で指定していないハードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 

八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 
次に示すモデルをお買い求めください （2003 年7月現在)。 


一 N 8150-161 (18.1 GB 、 
一 N 8150 -162(36.3 GB 、 
一 N 8150 -163(73_2 GB 、 
— N 8150-171 (146 GB 、 
— N 81 50-1 64(18.1 GB , 
一 N 8150 -165(36.3 GB 、 
一 N 8150 -172(73_2 GB 、 


10000_、 Ultra 320) 
10000_、 Ultra 320) 
10000 rpm 、 Ultra 32 0) 
10000 rpm 、 Ultra 32 0) 
15000_、 Ultra 32 0) 
15000_、 Ultra 320) 
15000 「 pm 、 Ultra 320) 


參 ディスクアレイを構築する際は、 RAID レベルを RAID 0、 または 
RAID 1 、 RAID 5 のいずれかに設定してください。 


ドライブ ID について 


ハードディスクドライブペイには最大で3台のハードディスクドライプを搭載することがで 
きます。搭載するス□ットによってハードディスクドライプの D が固定で決められています。 
下図を参照してください。 



)© [〇][〇] 〇 〇 0 〇©〇 



SCSI IDO 


EP 



SCSI ID 1 


SCSI ID2 


A - ドディスクドライブペイは、出荷時の構成でマザーボード上のディスクコント□ーラ 
( SCSI ) に接続されています。 SCSI インタフェースケーブルでこれらのハードディスクをディ 
スクアレイで使用する場合は、マザーボード上の SCSI コントローラのつながったコネクタか 
らディスクアレイコント□ーラのコネクタにケープルをつなぎかえます。ケープル接続の切り 
替え方法については「ディスクアレイコントローラポード」 （149 ページ）を参照してください。 
SATA インタフェースモデルの場合は、 BIOS ユーティリティを使用して設定を変更すれば、 
ディスクアレイを構築することができます。詳しくは195ページを参照してください。 
前面から見て一番左側のペイを除くハードディスクドライブペイにはダミースポンジが入っ 
ています。ダミースポンジは装置内部の)令却効果を高めるためのものです。ハードディスクを 
搭載しない場合にはダミースポンジを取り付けてください。 
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取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライプを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


胃-〇 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスク 
■to ドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 


ル 〆 " ハードディスクドライプペイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 



ハー ドディスクドライブは、 フロン トべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


2 . 

3. 


119ページを参照して準備をする。 

八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 


ス□ットは本装置に3つあります。左のス□ットから順に取り付けてください。 


ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは一番左側のペイ 
を除くハードデイスウドライプべ 
イに入っています。 



ダミースポンジは大切に保管しておいてください。 
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5. ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 



ハードディスクドライブペイと POWER スイ、ソチは近接しています。ハード 
Ifl ^ l ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと、 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


參 ハンドルのフックがフレームに当てるまで押し込んでください。 

參 ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチッ」と音がしてロックされます。 

胃"〇 ハンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 


秦 〆 ^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して「巳00 1」 一 
「Hard Disk 」 サブメニューで起動順位の設定をする 0 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーでロックします。 
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取り外し 


次の手順でハードディスクドライブを取り外します。 


^ 八ードディスクドライプが故障したためにディスクを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあら 
がじめ確認して<ださい。 



1. 119ページを参照して準備をする。 



秦 〆 ^ ハードディスクドライプペイと POWER スイッチは近接しています。ハード 
ディスクドライプの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないように注意してください。誤って POWER スイッチを押してしまうと， 
シヤ、ソトダウン処理をされてしまいます。 


3. 八ンドルとドライブキャリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 

4. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレーを取り付ける。 



5. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Disk 」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライプを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 
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ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライプの交換後、交換した新しいディ 
スウに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAID 0+1 に設定されているディスウアレ 
イで有効です。 

オートリビルドは、故障したハードディスクドライプをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、ハード 
ディスウにある DISK ランプが緑色とアンパー色に交互に点灯してオートリビルドを行ってい 
ることを示します。 



BE1 


• オートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある□旧 K ラ 
ンプがアンノ （ 一色に点灯します。もう一度ディスクの取り外し/取り付 
けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場合は次の 
ような表示や動作をすることがありますが、オートリビルド終了後、 
オートリビルドを行った八ードディスクドライブの DISK ランプがアン 
バー色に点灯していなければ、オートリビルドは正常に行われていま 
す。 


— 才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示さ 
れる。 

ーオートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をす 
る0 


オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、才ートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFR こしないでください。 

• ハードディスクドライプの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 

參他にリビルド中のハードディスクドライプがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンパー色 
に交互に点灯しています)。 
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電源ユニット 

万一、電源 ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 


取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 119ページを参照して準備する。 


必ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 



3. 




電源 ユニッ ト接続端子部分には触れないでください。 
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4. しっかりと押しつける。 

「カチツ」と音がしてロックされま 
す。 


5. 電源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプがア 
ンパー色に点灯します。 



電源 ユニット1 電源 ユニット2 



6. 本装置の電源を ON にする。 

AC POWER ランプが緑色に点灯します。 

7. STATUS ランプや POST で電源 ユニッ トに関するエラー表示がないことを確認す 


る 0 


エラー表示の詳細については no ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


"~〇 正常に動作している電源 ユニッ トを取り外さないでください。 



本装置の電源 ユニッ トを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼慟中（電源 ON の状態）に故障した電源 ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1をとばしてください）。 


1. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

2. 背面にある電源 ユニッ トのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点 
灯）で故障している電源 ユニッ トを確認する。 


3. 電源 ユニッ トのレノ（一を内側に押 
し、とつ手をにぎりながら手前に 
引く。 

4. 電源 ユニッ トを取り外す。 



5. 電源 ユニッ トを交換せず1台の電源 ユニッ トで運用する場合は、「取り付け」の手 
順4で取り外したカバーを取り付ける。 


装置内部の冷却効果を保持するためにも電源 ユニッ トを取り付けていないス 
□ットにはブランクカパーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順5〜10の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後 
の確認をする。 



2台の電源 ユニッ トで動作していた本体の電源 ユニッ トを電源 ON のまま交換 
したときは、電源 ユニットの AC POWER ランプが点灯します（運用を停止し 
ている間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を 
ON にすると点灯します）。 












128 内蔵オプシヨンの取り付け 


本装置（ラックからの引き出し） 

ハードディスクドライプと電源ユニットを除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き出した状態で行います。 


△注意 


A\ 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
声:日:卞章 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから弓 I き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 119ページを参照して準備する。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 
( P ^ l する UID ランプを利用して < ださい。 


2. 前面の左右にあるセットスク 
リユーをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。□ッウされたところで引き 
出しは完了です。 














































ハードウエア編 129 
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ドライブ カバー 

ファンや CPU の取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときはドライプカパー 
を取り外します。 


取り外し 


1 . 119ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(128 ページ参照)。 

3. ドライブカバ'—にある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 

ドライブカパーを取り付けるときは、ドライ 
ブカパーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれるよう、まっすぐ本体の上に置いて 
ください。 


ドライブカパーを本体背面に向かってスラ 
イドさせると「カチッ」と音がしてドライブ 
カパーがロックされます。このときに□ック 
ボタンの状態を確認してください。確実に 
ロックされると□ックボタンが上に上がっ 
た状態になります。下に押された状態（くぼ 
んだ状態）の時はドライブカパーをもろ一度 
本体背面に向けてスライドさせてください。 
それでも□ッウされない場合は、いったんド 
ライプカパーを取り外してから、もう一度取 
り付け直してください。 
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□ジックカバー 

DIMM および CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは口 
ジックカパーを取り外します。 


取り外し 


1. 119ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す 
(128 ページ参照)。 

3. 背面にあるセットスクリューをゆ 
るめ装置背面へスライドさせる。 

4. ロジックカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


□ ジックカパーを取り付けるときは□ジッ 
クカパーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれるよう、まっすぐ本体の上に置いて 
から、□ジックカパーを前面へスライドさせ 
てください。完全にスライドさせた後、セツ 
トスウリューで固定してください。 



ロジックカバーの取り付け時、閉まりにくい場合は、ドライプカパーも取り外 
||エック| し、ロジックカパーを先に取り付けて<ださい。 
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DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが6個あります。 



メモリは最大 12 GB (2 GBX 6 枚）まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が 
必要)。出荷時には 、 DIMM #5と#6に 512 MB の DIMM を搭載しています。 


拳 DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 

に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は 118 ページで詳しく 
説明しています。 

參 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の大きい順 （ DIMM 容量の小さいものがら）に2枚単位で増設します。 

例） DIMM #5,6:512 MBx 2， 

DIMM #3, 4:1 GB x 2, 

DIMM #1,2:2 GB x 2, 
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インタリーブ装置であるため、 Bank 単位’ 1 に2枚の □ IMM を増設してくださ 
い。1つの Bank 内に異なる仕様=の DIMM を実装すると正常に動作しません。 

Bank 単<立とはイラストで示す#1 A と# IB、#2A と# 2B、#3A と# 3B で 
それぞれ1単位です（記号はマザーポード上にも印刷されています)。 

* 2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
ます。 

(例） 266MHz • 巳 ufferred .128 MB . □ウアドレス12ビット.カラ 
ムアドレス10ビット • Single side の場合 


266 / B / 128 /R12 CIO S 



取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


"~〇 本装置では、口ープロファイル （DIMM ポードの高さが 30mm (1.2 インチ) 
Bta 以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1 . 119ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （130 ページ参照)。 
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•X • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 
民エック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 

5. 手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面で エラー メ ッセー ジが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については110ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニュー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （178 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ xl .5) 以上に設定する。 

Windows Server 2003の場合は22ページ 、 Windows 2000の場合は53ページを参 
照してください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 





• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1 . 119ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （130 ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を 01 X 1 にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、110ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced」-「Memory Configuration」—「Memory 
RetestJ を 「 YesJ に設定し、取り外した DIMM の エラー 情報をクリアする 
(178 ページ参照)。 

8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ページをご覧ください。 
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プ □ セッサ (CPU) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ Processor ) に加えて、もう 1 つ CPU を増設し、マルチプロ 
セツサシステムで運用することができます。 


胃"〇 拳 CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
roa に触れて身体の静電気を逃がしてから cpu を取り扱ってください。ま 

た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関する説明は118ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

參 指定以外の CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU など 
を取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障するおそれがあ 
ります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


2 . 

3. 

4. 


119ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （1 28ページ参照)。 

ドライブカバーとロジックカバーを取り外す （1 30ページ参照)。 

フアンダクトを持ち上げて取り外 
す。 



SCSI ケープルを引っかけないように確認しながら取り外して < ださい。 

If エック I 
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^ CPU の向きに注意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止するために 
CPU とソケットにはピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを 
確認して正し < 取り付けてください。 


7. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからレノ（一を倒して固定する。 
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8. ヒートシンクを CPU の上に置き、 
4本のネジで固定する。 

ネジを取り付けるときは右囡のよ 
うにたすきがけの順序で4つを仮 
どめしたあとに本締めしてくださ 
い。 




ック1 


ヒートシンクの位置を確認してください。 


装置前面 



9. ヒートシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、しヽったんヒートシンクを取り外してから、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

- ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


























































































































































140 内蔵オプシヨンの取り付け 


10. フアンダクトを取り付ける。 

各フアンを本体の取り付け位置に 
合わせ、ゆっくりと本体に押し込 
んでください。 



ル 〆 ^ ブラケットのフルハイト用 PCI ライザーカード受けの下のトンネル部分に 
SCSI ケープルを通します。ブラケットがケープルを狭まないよう確認しながら 
取り付けてください。また、ブラケット左側のスリツトを通る電源ユニットか 
6出ている信号用ケープルを引っかけないよろに確認しながら取り付けて< 
ださい。 



12. ドライブカバーとロジックカノ（一を取り付ける。 


13. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ページをご覧ください。 

14. Windows Server 2003 /Windows 2000のシステムで、1 CPU 構成の本装置に 
CPU を増設し、2つ以上の CPU で運用する場合に以下の手順を行う。 


< 1 CPU で Hyper threading が 「 Disabled 」 の場合〉 

デパイスマネージャの「コンピュータ」のドライパが 「 ACPI シングルプ□セッ 
サ PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプロッサ PC 」 に変更し、メッセージ 
に従って再起動後、システムのアップデート （42 ページまたは72ページ）を 
行います。 





























ハードウェア編 141 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、手順11 
〜7の順に従って行ってください。ヒートシンクは、 t — トシンクを水平に少しずらすように 
して動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項目を参照してください)。 





• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

參運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1 . SETUP を起動して 「 Main」—「Processor Settings」—「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(169 ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および L 2 CacheSize が正常になっていることも確認してくだ 
さい （169 ページ参照)。 


2 . 


「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ぺージをご覧ください。 
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PCI ポード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類）」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各1枚ずつ取り付けることができま 
す。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデパ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


胃"〇 參 pci ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 

隱ヨ サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 

PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
カードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は118ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

• Low-profile (ロープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
||1^1 ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確 
認してください。設定は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、163ページを参照してください。 
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ライザーカードス□ットとの 
接続端子部 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

參ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

參 PCI スロット番号は、口ープロファイル専用ライザーカード側が「1 C 」、フルハイト用 
ライザーカード側が nB 」 になります。 

• 本装置の起動時の pci パスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

1 C (□_ プ□タイプ ） -HB (フルハイトタイプ） 

• 0 S やディスクアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デパイス（オンポードの PCI 
デパイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI パス 
番号、デパイス番号、機能番号を参照して PCI デパイスのスロット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC 1 

2 

1 

〇 

オンボード NIC 2 

2 

1 

1 

スロット 1 C 

2 

2 

X 

オンボード SCSI Ch . A (外) 

2 

3 

0 

オンボード SCSI Ch . A (内) 

2 

3 

1 

スロット 1 B 

3* 

7 

X 


* スロット 1 B に取り付けられたポードによって、パス番号が5以上になる場合があります。 


• 起動しない LAN デパイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デパイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライパなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよ d 十分に注意してください。 

• 起動可能な PCI カード（ディスクアレイコント□—ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボード 
など）を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサポートしているポードと搭載可能なス□ットは次ページの表のとおりです。 
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スロット 





PCI-X#1C 

PCI-X#1 巳 


型名 

製品名 

PCI ス□ツト 
性能 

64bit 

66MHz 

64bit 

1 33MHz 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low- 

profile 

標準 

Full- 

height 

標準 



PCI ポードタイプ 

3.3V 




搭載可能なポードタイプ 

□ング / シヨ ート 


N 8103 -65 

SCSI コント□ー ラ* 1 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 


N 8103 -56 

SCSI コントローラ m 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 


N 8103 -75 

SCSI コント□—ラ* 1 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 


N 8103 -86 

デイスクアレイコント□—ラ (Och) 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

〇 



N 8103 -80 

デイスクアレイコント□—ラ （Ich) 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

〇 

〇 

増設パッテリ [N 8103 -79] 

はスロット# 1C 上のボー 
ドにのみ増設可能 

N 8103 -81 

デイスクアレイコント□—ラ (2ch) 
(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

— 

〇 


N 8190-100 

Fibre Channel コントローラ 

— 

〇 


N 8190 -105 

Fibre Channel コントローラ 
(2Gbps/Optical) 

(力ード性能： 64bit/66MHz PCI) 

〇 

〇 


N 8104-111 

100 BASE-TX 接続ボード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

〇 


N 8104 -88 

100 BASE-TX 接続ポード 
(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

〇 

— 


N 8104 -86 

100 BASE-TX 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 


〇 


N 8104 -103 

1000巳 ASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 


N 8104 -104 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

- 


N 8104 -113 

1000 BASE-T 接続ボード (2ch) 

(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 


〇 


N 8104 -112 

1000巳 ASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

— 

〇 

N 8104 -104 との混在不可 
N8 104- 109との混在可 

N 8104 -109 

1000巳 ASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 64bit/133MHz PCI-X) 

〇 

— 

N 8104 -103 との混在不可 
N8 104- 112との混在可 

N 8104-101 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

— 

〇 


N 8104 -102 

高速回線ボード 

(力ード性能： 32bit/33MHz PCI) 

〇 

〇 


N 8104-110 

SSL アクセラレータボード 
(力ード性能： 64bit/33MHz PCI) 

— 

〇 


N8191-07 

ICM 巳コネクタ 

〇 

〇 

N81 15-01 リモートマ 
ネージメントカード必須、 
最大1枚まで 

N81 15-02 添付 

アドパンスドリモートマネージメン 
卜力ード専用 PCI プラケット 

〇 

〇 

N 8115 -02 アドパンスドリ 
モートマネージメントカー 
ドに付属、最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 


*i ボードの奥行きサイズ 

Full-height の場合： 173.1mm まで（シヨートサイズ）、 312mm まで（ロングサイズ） 

Low-profile の場合： 119.9mm まで (MD1)、 167.6 mm まで (MD2) 

* 異なる周波数の力ードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* カツコ内に記載された動作周波数は力ードの最高動作周波数であり、実際はス□ツトの動作周波数で動作 
します。 




































146 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 


次の手順に従ってライザーカードに pci ポードを取り付けます。 


フル八イト用ライザーカードにはポードを保護するための「インシュレータ 
Bfai (黒色)」が取り付けられています。本書の図では、わかりやすくするためにイ 
ンシュレータを省いています。インシュレータは取り外さず、ていねいに扱つ 
てください。 


4/^ • それぞれのライザーカードがサポートするポードタイプ（ロープロファ 

i エック I イルかフルハイトタイプ）と取り付ける pci ボードのタイプを確認して 

ください。 

參 PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカー 
ドにある コネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1. 119ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 




"~〇 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 
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5. ライザーカードからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 




フル八イト側 


W"0 取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 


6. ライザーカードに PCI ポードを取り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、確実に差し込み 


ます。 


pci ボードのソケットの端が、ライザー 



• ライザーカードや PCI ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

參 うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがありますので注意してください。 


^ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれて 
いることを確認してください。 













148 内蔵オプシヨンの取り付け 


7. PCI ボードを手順6で外したネジで固定する。 



"~0 ライザーカードの端子部分に汚れや油などが付着しないようにするためです。 
■to 汚れや油が付着したまま取り付けると誤作動の原因となります。 


8. ライザーカードをマザ _ ボ _ ドの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



^ 差し込む際にライザーカードのフレーム部にある、筐体と固定するためのツ 
メが筐体背面の穴に正しく勘合していることを確認してください。差し込ん 
だ後、ライザ_力_ドの端子部分が完全に見えなくなるまで指で押して確実 
に接続させます。 


9. 取り外した部品を取り付ける。 

10. 本装置の電源を 0 N にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については110ページを参照してください。 

11. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Config Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ページをご覧ください。 

12. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーシヨンユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ポード（ディスクアレイコントローラや SCSI コントローラ、 LAN ポードな 
ど）を増設した場合、プート優先順位がデフォルトに変更されます。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 を設定し直してください （185 ページ参照)。 
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取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください（185ページ参 

照）〇 


ディスクアレイコント□ーラポード 

「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プシヨンの PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、本装置内蔵のハードディスクドライブやオプシヨンのディスク増 
設ユニツトに搭載したハードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することがで 


きます。 


• ディスクアレイ コン ト□—ラポードは大変静電気に弱い電子部品です。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 
ディスクアレイ コン ト□—ラポードを取り扱ってください。また、ディ 
スクアレイ コン トローラポードの端子部分 や 部品を素手で触ったり、 
ディスクアレイ コン ト□—ラポードを直接机の上に置いたりしないでく 
ださい。静電気に関する説明は118ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RA 旧を変更する場合は、八一 
ドディスクドライブを初期化します。ディスクアレイとして使用する 
ハードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップを 
別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスクドライブが必 
要です。 

• ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとに 
同じ容量•性能（ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 

參 ディスクアレイコント□ーラを接続する場合、 BIOS セットアップユー 
ティリティの巳 oot — Hard Disk Drives における優先順位を 8 番目以 
内に設定してください。設定が9番目以降となっている場合、ディスク 
アレイコント□ーラのコンフィグレーションメニューを起動できませ 
ん〇 


ディスクアレイコントローラボードを取り付ける場合は、 BIOS セットアップ 
民ェック I ユーティリティの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一 「PCI 
Slot xxR 〇 M ( xx は PCI ス□ット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になってい 
ることを確認してください。 



RAID 1 または RAID 5、 RAID 0+1 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信 
頼性が向上するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブ 
の総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 


取り付け 


ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 pci ボード」を参照してください。 


WrO Low-profile (口ープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト）タイプ 
ito の pci ポードで接続できるライザーカードが異なります。ポードの仕様を確認 
してから取り付けてください。 












150 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合 

ディスクアレイコントローラボードを取り付けた本装置で、内蔵のハードディスクドライブを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブル変更や LED ケーブルの接 
続を追加しないといけません。 

出荷時の内蔵ハードディスウドライブのインタフェースは、マザーボード上の SCSI コネクタ 
に接続されています。 



參 SCSI ケーブルの接続 


内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイ構成にする場合は、マザーポード上の 
SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□—ラボードのコネウタに接 
続してください。 

一標準装備時 


前面側 



背面側 
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ー ロープ□ファイルタイプ pci スロット使用時 


前面側 


八ードディスク 
ドライプ 

SCSI IDO 




ハー ドディスク S3 
ドライプ 

SCSI ID1 




ハードディスク、 1 ^ 
ドライプ 

SCSI ID2 








— フルハイトタイプ PCI スロット使用時 


前面側 


ハードディスク 
ドライプ 

SCSI IDO 


a 


ハードディスク 
ドライブ 

SCSI ID1 


A 


ハードディスク 
ドライプ 

SCSI ID2 





N 8103 -80/81 

アレイコント□—ラ 



ディスクアレイコントローラポードによっては複数のチヤネル（コネクタ）を 
持っているものもあります。また、コネクタは内部接続用と外付け用が用意さ 
れている場合もありますが、ポードの内部接続上、排他的な仕様になっている 
ことがあります。内部と外付けでの接続が異なるコネクタ（チヤネル）である 
ことを確認してください。コネクタとチヤネルについては、ポードに添付の説 
明書を参照してください。 

























































































































152 内蔵オプションの取り付け 


• SCSI ケーブル接続手順例 

以下に□—プロファイル専用ライザーカードへ取り付けた N 8103 -80 ディスクアレイコ 
ントローラボードに内蔵ディスクを接続する場合の手順を示します。 

1. ダクトを取り外す。 

2. オプションを取り付けている場合は取り外す。 

3. マザーボードに接続されている SCSI ケーブルを外す。 

4. SCSI ケーブルのコネクタをディスクアレイコントローラに接続する。 

5. BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動の優先順位を再設定す 

る。 

• LED 中継ケーブルの接続 


ディスウアレイを構築した際、内蔵のハードディスウドライプのアクセス状態などを表 
示させるために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用します。 


1 . 本装置に内蔵の LED 中継ケーブルの黒色のコネクタをディスクアレイコントローラ 
にある LEDActive ピンに接続する。 

赤色のケープルが出ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の 
黒色のケープルが出ている端子には何も接続しないでください。 

2. LED 中継ケーブルの茶色のコネクタがマザーボード上の HDD LED コネクタに接続 
されていることを確認する。 

外れていた場合は赤色のケーブルが出ている端子を装置前面に接続して<ださい。 



マザ_ポ_ド 
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JP2 コネクタの3ピンに 
赤色のケープルが付い 
ているコネクタを差し 
込む 


N8103-81 ディスクアレイコント □— ラ 
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• 内蔵八ードディスクドライブのディスクアレイ構築 

ディスウアレイを構築するときは、次の点について注意してください。 

一同じ容量、同じ回転速度の SCSI タイプのハードディスクドライプを2台以上搭載し 
てし'!ること (RAID (Redundant Arrays or lnexpensive [ lndependent ] Disks ) の 
構成によってディスウの最小必要台数は異なります)。 

- ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAIDO 」、「 RAID 1」、「 RAID 5」 のうちのい 
ずれかの RAID レベルを選択 • 設定すること。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインス!ル、セットアップまでをするこ 
とをお勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティング 
システムの選択」で[その他]を選択すると、ディスウアレイの構成から保守用パーティ 
ジョンの設定と保守ユーティリティのインストールまでを自動でインストーラがセット 
アップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーショ ンユー ティリティを使用します。 ユー ティリティは本装置の電源を 01 X 1 に 
した直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 
アレイ構成についての詳細な説日月は、ディスクアレイコントローラボードに添付の説明 
書を参照してください。 


ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

ディスク増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大14台取り付けることのできる専用 
のデパイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□—ラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデパイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明については、ディスウアレイコントローラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を 
参照してください。 


wO ディスク増設 ユニッ トには、八ードディスクドライブが添付されていません。 
ito 別途購入してください。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、オプションケープルが必要となる場合がありま 
す。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説日月書を参照してください。 

ディスク増設ユニットを接続後、ポード上のチップに搭載されている RAID コン フィ ヴレー 
ションユーティリティを使って、ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成 （ RAID 0 また 
は RAID 1、 RAID 5) に設定してください（ユーティリティはポードによって異な 
ります)。設定の詳細とその方法については、ボードに添付の説日月書を参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設定すると、ディスウ増設ユニットに取り付 
けたハードディスクドライプのうちのどれかが故障しても、ディスウアレイコント□ー ラボー 
ドが持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを交換（ホットスワップ）してください）。 
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冗長フアンの取り付け 

本装置の増設用ファンス□ットにオプションのファンを追力 CI することにより、冷却ファンの冗 
長化をすることができます。 


取り付け 

1 . 119ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （130 ページ参照)。 

4. 増設用フアンの取り付け位置を確認する。 



* 丸数字は FAN 番号 （3, 4, 5, 6、10はオプション 

















































































































































156 内蔵オプションの取り付け 



9. 9フアンが取り付けてあつたとこ 

ろにメモリ用冗長フアンを穴に合 
わせてを取り付け、黄•赤•黒の 
ケーブルを前面から見て左側に 
青•赤 • 黒のケーブルを前面から 
見て右側に接続する。 



10. 7、8フアンが取り付けてあつた 
ところに右用冗長フアンを穴に合 
わせてを取り付ける。 

11. 1、2フアン取り付けてあつたと 
ころに左用冗長フアンを穴に合わ 
せてを取り付ける。 
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12. マザーポード上の JII ジャンパピンの位置を変更する。 



wrO その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
DE 因となります。 


13. < リモー ト マネー ジメント カー ド>/アドパンスドリ モー ト マネー ジメント カー ド 
を装着している場合> 

EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライブにセツトして EXPRESSBUILDER か 
ら起動した後、ツールメニューの 「U モートマネージメントカード/アドバンスド 
リモートマネージメントカードの初期設定」を選択してファームウエアをアップ 
□—ドする。 

詳しくは210ページ参照してください。 


取り外し 


拡張ファンの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 
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リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージ 
メントカード (RMC) 

リ モー トマネージメント カー ド/アドパンスドリ モー トマネージメント カー ド (RMC) は、業界 
標準のサーバマネージメントインタフェースである IPMI1.5 準拠のベースボードマネージメ 
ントコント□ーラ (BMC) を搭載した本体管理用の拡張力ードです。 RMC を装着すると次の機 
能が加わります。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 /FAN の監視 

• 本体前面の STATUS ランプによる状態表示 （88 ページ） 

• DianaScope による LAN/WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON/ 
OFF、 システムイベント□ヴ (SEL) の確認など） 

• ESMPRO を利用した本体管理.監視' 通報機能の拡張（詳繊ま4ぺージを参照） 


胃-〇 RMC は大変静電気に弱い證子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れ 
Bta て身体の静電気を逃がしてから RMC を取り扱ってください。また、 RMC の端 
子部分や部品を素手で触ったり、 RMC を直接机の上に置いたりしないでくだ 
さし V 静電気に関する説明は 118 ページで詳しく説明しています。 



マザ_ボ_ド 
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取り付け 


次の手順で取り付けます。ここではリモートマネージメントカードの取り付けを中心に説明 
します。アドパンスドリモートマネージメントカードの取り付けについては、アドバンスド 
リモートマネージメントカードに添付の説明書を参照してください（必要に応じて以下の手 
順でも説明や注意事項を記載しています）。 


1 . 119ページを参照して準備する。 

2. RMC の裏面に緩衝剤を取り付け 
る （2 箇所)。 



3. RMC を斜めにしながら差し込み 
ます。 


RMC の端子部しあるキ_ス□ツ 
卜をマザーボードの RMC コネク 
夕のキ _ を合わせて差し込む。 




5. コネクタ左右にあるレバーで 
RMC が固定されていることを確 
認する。 























































160 内蔵オプションの取り付け 


6. <アドバンスドリモートマネージメントカードの場合のみ> 

管理用ネットワークカードを組み立てた後、本体のライザーカードに取り付け、ア 
ドバンスドリモートマネージメントカードに添付のケーブルでアドバンスドリモー 
トマネージメントカードと管理用ネットワークカードを接続する。 

ライザーカードのどの ス□ッ トを使用してもかまいません。 

<ケーブル接続イメージ> 

力ードに添付のケープル 



ケーブルを接続後、下図のようにルーテイングしてください。正しくルーテイング 
していないと、周囲のボードや電子部品に接触し、誤動作の原因となります。 


アドバンスドリ モー ト マネー 
ジメント カー ド 



7. 本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を 0N にして POST 画面で以下に示すメッセージ以外のエラーが表示さ 
れていないことを確認する。 

H/W Configuration of BMC is corrupted . 

! !Upd a t e BMC H/W Configuration by configuration tool ! ! 
! !Re f e r to BMC configuration manual ! ! 

POST のエラーメッセージの詳細については 264 ページを参照してください。 
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9. EXPRESSBUILDER を CD - ROM ドライブにセツトして、 EXPRESS 巳 UILDER 
から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメントカードの初期設定」 
を選択してファームウエアをアップ□—ドする。 

詳しくは210ページを参照してください。 

10. SETUP を起動して 「 Server 」 メニューの 「System Management ] に BIOS の 
バージョン情報にくわえて 「 IPMI 」 に関する項目などが表示されていることを確 
認する。 

表示されていない場合はリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを取り付け直してください。 


11.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは172ページをご覧くださ 
い0 

12. EXPRESSBUILDER を使ってシステムのバックアップをとる。 


胃-〇 故障による交換の際は、保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って 
操作してください。 



システム情報のバックアップの方法については43ぺージ、または73ぺージで説 
明しています。なお、リストア（復旧）は作業を熟知した保守員以外は行わな 
いでください。 


13. ESMPRO / ServerAgent をインス I ルしている場合は更新インス I -- ルし直 
す。 

本体の情報を正しく揉取するためです。必ず再インストールしてください。 







162 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

1 . 119ページを参照し準備する。 


胃~〇 電源コードを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を続けてくだ 
Bfai さい。電源コードを取り外してから3~4秒ほど RMC は動作を続けている場合 
があります。 RMC の動作が完全に停止してから作業を続けてください。 


2. <アドバンスドリモートマネージメントカードの場合のみ> 

管理用ネットワークカードとアドバンスドリモートマネージメントカードを接続し 
ているケーブルを取り外し、管理用ネットワークカードを取り外す。 

3. RMC コネクタの両側にあるク 
リップを開く。 

RMC のロックが解除されます。 

4. RMC をコネクタから抜き取る。 

5. SETUP を起動して 「 Server 」 メ 
ニューに 「Event Log 
Configuration 」 の項目が表示さ 
れていないことを確認する。 

RMC を取り外すとその他一部の 
メニューや情報が表示 • 操作でき 
な< なります。 

6. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは1フ2ページをご覧くださ 
い。 

7. ESMPRO / ServerAgent をインストールしている場合は更新インス I -- ルし直 
す。 



本体の情報を正しく探取するためです。必ず再インストールしてください。 
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BIOS のセツトアップ 


Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 


システム BIOS (SETUP) 


SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

參 SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
更ができます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

參 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーテイリティは、最新のバージヨンがインストールされてい 
ます。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 10> キーで必 
ず終了してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセット 
を行った場合には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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起動 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 


ここで <F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password:C 」 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 
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PhoenixBIOS Setup UtiL 

■ Server メ 



Item Specific Help 


Selects system power 
state after AC power 
loss. 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 



設定項目 


現在表示しているメニュ _ を示す 


オンライン 
,ヘルプ 
ウインドウ 


キ—の機能説明 パラメータ d 択すると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

n カーソルキー （丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

n カーソルキー（—、 —） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します0 

□ <一>キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 
n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 


Advanced 
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設定例 

次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を7^します0 


日付 • 時刻関連 


「Main」—「System Time」、「System Date」 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」—fAdvanced Chipset Control」—fWake On Lan/PME」—「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
「Server」「AC-Link」—「Power 〇 n」 

— POWER スイッチを使って〇 FF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」—「AC-Link」—「Last State」 

— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
「Server」「AC-Link」—「StayOff」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 —起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

|7\d\/anced」 一 「Boot-time Diagnostic screen」 一 rEnabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 


リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムから： 「Advanced」—rAdvanced Chipset Control」 

— 「Wake on Ring」—「Enabled」 

LAN から： 「Advanced」—rAdvanced Chipset Control」 

fWake on LAN/PMEJ 「Enabled」 


PCI デバイスから： 「Advanced」—r Advanced Chipset Control」 

— fWake on LAN/PMEJ ^「Enabled」 


RTC のアラー厶から： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」 

fWake on RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」 ^ 「Console Redirection」 -►それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvancedJ 「Memory Configuration」->「Group #n」 —表示を確認する (n : 1〜 3) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



後面側 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

rAdvanced J 「Memory Configuration」—「Memory Retest 」 リブートするとク 

リアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」-»• 表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーポード上のソケットの位置は前ページの囡のよ 
うに対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」-►「Processor Settings」 ― 「Processor Retest」—「Yes」 —再起動すると 
クリアされる 


キーポード関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」「NumLock」—fOnJ 
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ィベントログ関連 


イベント□グをクリアする（オプションのリモートマネージメントカード/アドバンス 
ドリモートマネージメントカードを装着時） 

「 Server 」 一 「System Management 」 一 「Event Log Configuration 」 一 rciear All Event 
Logs」—「Press Enter 」—「 Yes 」 でクリアするとクリアされる 



巳 IOS レベルでのパスワードを設定する 

「 Security」—「Set Supervisor Password 」 -►パスワードを入力する 

管理者パスワード （ Administrator ）、 ユーザーパスワード ( User ) の順に設定します。 

セキュアモードを設定する 

「 Security」—「Set User Password 」— パスワードを入力する 
「 Security」—fSecure Mode Boot 」—「 Enabled 」— それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をする 

fAdvancedJ 「Peripheral Configuration 」— それぞれの I 〇ポートに対して設定をする 


内蔵デパイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

rAdvanced J ^ 「PCI Configuration 」 —それぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラポードを取り付ける 

「 Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option 」—「 Enabled 」 

n : PCI スロツ トの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 ま r こ(忒 「Discard Changes 」 

巳 I 0 S の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「 Exit 」一 ^ 「Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

參 Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中がらサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 


[iE:18:58] 


Item 

Specific Help 





System Date : 


[08/01/2004] 


<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Legacy Diskette A : 


Cl.44/1.25 MB /3 1 


<Enter> 

selects field. 

Hard Disk Pre-Delay: 


[Disabled] 




► Primary IDE Master 


[CD-ROM] 




► Primary IDE Slave 


[None] 




► Secondary IDE Master 


[None] 




► Secondary IDE Slave 


[None] 




► Serial ATA Channel 0 

Master 

[None] 




► Serial ATA Channel 1 

Master 

[None] 




► Processor Settings 






Language : 


[English (US)] 





FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •*--*• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 
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Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

360Kb 5 V 4 

1.2MB 5 V 4 

720Kb 3 V 2 
[1.44/1.25MB / 

1.2MB 3 V 2 ] 

2.88MB 3 V 2 

フロッピーディスクドライブ A (標準装備） 

の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します。 

Language 

[English(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


胃"〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settings サブメニュー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 



Processor Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest : 

Lj^] 

Select 'Yes' , BIOS will 
clear historical 

Processor 

Speed : 

3.20 GHz 

processor status and 
retest all processors 

Processor 

1 CPUID : 

0F34 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID : 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache : 

1024 KB 


Hyper-Threading Technology : 

[Enabled] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<-- •- Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプロセッサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後に自動的に「 N 0」に切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プロセッサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( OFxx ) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ2の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプロセッサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取り付けられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L 2 Cache 


プロセッサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セッサの Hyper-Threading 

Technology ™ の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 
項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Contiguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Enabled] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


SATA RAID Enable : 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

Enabled 

[ Disabled ] 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報）をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[ Auto ] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検 
出した際の POST 終了後の動作を選択しま 
す。 「 Boot 」 でオペレーティングシステムを 
そのまま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止 
します。 

SATA RAID Enable * 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアル ATA コント□—ラの HostRAID を利 
用したハードディスクドライプの RAID 構築 
の有効/無効を設定します。200ページを参 
照してください。 


[]： 出荷時の設定 


* 本モデルでは使用しませんので変更しないでください。 


Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
BB ^ もクリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブ•メニュー 

Advanced メニューで 「 MemoryConfiguration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 


Memory 

Configuration 

Item Specific 

Help 

System Memory : 

624 KB 

Determines which 

type 

Extended Memory : 

3668488 KB 

of tests will be 
performed on 


DIMM Group #1 Status 

Normal 

extended memory 


DIMM Group #2 Status 

Normal 

(above 1M). 


DIMM Group #3 Status 

Normal 



Memory Retest : 




Extended RAM Step : 

[Disabled] 



Online Spare Memory : 

[Disabled] 




FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •*--*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group # 1 - #3 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ）。 

Group #1は DIMM ソケットの Bank # 5,6を、 
Group #2 Bank は#3,4 、 Group #3は 

Bank # 1,2に搭載されている DIMM の状態を 
表します（本装置に搭載される D 1 MM はイ 
ンターリープタイプのため2枚で1組として 
構成されています)。 

Memory Retest 

[ No ] 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

1 KB 

Every Location 
[ Disabled ] 

nMB 」 は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 KBJ は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます。 「 Every - Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中は 
〈 Space 〉 キーのみ有効となり、 < F 2>、 

< F 4>、< F 12>, く Esc > キーは無視されます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced ■ 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded SCSI 

► Embedded NICCDuaL Gbit) 

► Embedded Video Controller 

PCI Slot IB Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 1C Option ROM : [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
embedded SCSI 

controller. 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit •*-- •- Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot IB Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザーカードに接続 
している PCI ポード上のオプション ROM の 
展開を有効にするが無効にするがを設定し 
ます。 

PCI Slot 1 C Option ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

ロープ□ファイルタイプのライザーカード 
に接続している PCI ポード上のオプション 
ROM の展開を有効にするか無効にするかを 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 



參 ネットワークブートをさせない LAN ポードのオプション ROM は 

「 Disabled 」 に設定してください 0 

參 取り付けたディスクアレイコント□ーラポードに 0 S がインス I -ールさ 
れている八ードディスクドライブを接続する際にはそのス□ットを 
「 Enabled 」 に設定してください。 


• Embedded SCS けブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

オンポード上の SCSI コントローラの有効/無 


[ Enabled ] 

効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の SCSI コント□—ラの BIOS の 


Disabled 

展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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• Embedded NIC(Dual Gbit) サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンポード上の LAN コントローラの有効/無 


[ Enabled ] 

効を設定します。 

Onboard ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□—ラの BIOS の 


Disabled 

展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


• Embedded Video Controller サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンポード上のビデオコントローラの有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced _ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit <—*■ Select Menu Enter Select► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"-〇 割り込みべース i/o アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
Bfai した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「 * 」が表示されます。 
黄色の「 * 」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのペース I / O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port 巳 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B のためのペース I / O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect ] 

マウスの有効/無効を設定します。 

USB Host Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

「 Disabled 」 にすると USB デバイスクラス3 
を受け付けなくなります。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB を正式にサポートしていない〇 S でも 

USB キーボードやマウスが使用できるよう 
にするかどうがを設定します。 

「 Disabled 」 に設定した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、〇 S 起動後は 0 S によっては使用できま 
せん。 

Parallel AT A 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[ Both ] 

パラレル ATA の有効/無効を設定します。 

Serial AT A 

Disabled ] 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 

Advanced メニューで rAdvanced Chipset ControlJ を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer CJ23] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

Multimedia Timer 
support. 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフルハイト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デパイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンペント）によるリモートパワーオン機能の 
有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイム クロ、 ソウのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security ■ 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

CEnter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 


setup uti nty. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

[ し;！ 


Secure Mode Boot 

[Disabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■«--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 





• 「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していない 
と設定できません。 

參 OS のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Administrator Password Is 

Clear 

Set 

スーパパイザパスワードが設定されている 
かどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter >*_ を押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 でログ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

〈 Enter 〉 キーを押すとスーハ°_バイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor で口 
グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にス_ハ°パイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDE ハードディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE ハードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 

5 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスからの入力が途絶えて 
からセキュアモードに入るまでの時間を設 
定します。 「 Disabled 」 の時はセキュアモー 
ドになりません。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどラがを設定します。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切る 
かどラが設定できます。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードの間、フロッピーディスク 
ドライプにセットしたフロッピーディスク 
への書き込みを許可するか禁止するかを設 
定します。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有効にするが無効 
にするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

力ーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 丨 


► System Management 


Item Specific Help 


Selects system power 

► Console Redirection 

Assert NMI on PERR : 

[Enabled] 

state after AC power 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

Loss. 

Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ••--*■ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration 」 は選択後、 < Ente 「> キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[EnablecO 

POST の実行中に エラー が発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどラかを設定します。但しキーボードが 
接続されていない場合には本設定は無効に 
なり、 エラー が発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

AC-LINK 

Stays Off 
[Last State] 

Power On 

AC- リンク機能を設定します。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源の状態 
を設定します（次のページの表を参照）。無 
停電電源装置 (UPS) を利用し自動運転を行う 
場合は 「AC LINK」 の設定を 「Power OnJ 
にしてください。 


[]： 出荷時の設定 
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「 AC - Link 」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってが6再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=/Ti 中 

5X XE 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF * 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FR こします。 


無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC-LINK 」 の設定 
Dto を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Management サブメニュー 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

_ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version 

1N35 

Intelligent Platform 
Management Interface - 

IPMI Specification Version 

2.0 

A delay may be noticed 

BMC Device ID 

22 

when selecting IPMI, 

BMC Device Version 

01 

this is do to the 

BMC Firmware Version 

00.08 

retrieval of sensor 

PIA Version 

01.12 

data. 

SDR Revision 

00.11a 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

IPMI Specificaiton Version * 


IPMI 仕様のパージョンを表示します（表示 
のみ)。 

BMC Device ID * 


BMC のデパイス D を表示します（表示の 
み)〇 

BMC Device Version * 


BMC のバージョンを表示します（表示の 
み)〇 

BMC Firmware Version * 


BMC のファームウェアパージョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

PIA Version * 


プラットフォームインフォメーションエリ 
アのバージョンを表示します（表示のみ）。 

SDR Revision * 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 


* オプションのリ モー ト マネー ジメント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネー ジメント カー ド搭載時 
のみ表示 
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Console Redirection サブメニュー 

Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巳 

この メニューで 設定したシリアルポートが 
ら DianaScope やハイパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巳 

〇 S 動作中に ACPI コンソールを接続するシリ 
アルポ_卜を設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するポーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ハードウエアコンソールタイプを選択しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、 < Enter > キーを押してサブメニューを表示させ 
てから設定します。 



Removable Devices サブメニュー 


システムに接続されているリムーパブルデパイスの中から起動させるデパイスを選択します。 
システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウェアを見 
つけるとそのソフトウェアで起動します。 

< t >キー/<丨 >キーでデパイスを選択します。 


項目 

説明 

システムに接続されている 
デパイスをリストアップし 
ます 

リストから1つを選択します。リストには、 1.44 MB タイプが 120 MB 
タイプのフロッピーディスクドライプが表示されます。 


Hard Drive サブメニュー 

システムに接続されているハードディスクドライブの中から起動させるデパイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウェア 
を見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >キー/<丨 >キーでデパイスを選択します。 


項目 

項目 

システムに接続されている 
デパイスをリストアップし 
ます 

リストから1つを選択します。リストには ATAPI CD - ROM ドライプが 
表示されます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、「N0」を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


胃-〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 
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Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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SCSI BIOS (SCSI Se/ect) 


rSCSISe / ecd ユーティリティはマザーポード上の SCSI コントローラに対して各種設定を行う 
ためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に 
簡単なキー操作から起動することができます。 


Express サーパには、最新のパ'-ジョンの SCSISe / ecf ユーティリティがイン 
■to ス|ルされています。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる 
場合があります。本書と異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照 
するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 


SCSI Se / ect ユーテイリテイの用途 

SCSISe / ect ユーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器の転送速度の設定を行う場合 
(ハードディスクドライプを除く）に起動し、各種設定をします。 


两 -O SCSI のコンフィグレーションは SCSI コントローラ単位に個別にユーティリ 
Bto ティを起動して設定しなければなりません。本装置内には scsi コントローラ 
が1つ搭載されています。 

オプションの SCSI コント□—ラボードを増設した場合は、本装置内蔵の SCSI 
コント□—ラに加え、増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定が必要です。 
また、設定を変更するために使用するユーティリティも異なる場合がありま 
す。 


起動と終了 

SCSISe / ecG — ティリティの起動から終了までの方法を次に示します。オプションボードに 
格納されているユーティリティの起動や操作方法については、オプションボードに添付の説明 
書を参照してください。 


本装置の電源を OINI にする 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 



2. <Ctrl> キーを押しながらく A> キーを押す。 


SCSISe / ecf ユーティリティが起動し、 「 Main 」 メニューを表示します。 
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3. カーソルを使って 「 Bus : Device 」 ボックス内のチヤネルを選択してく Enter 〉 キー 
を押す。 



マザーボードの SCSI コント□ーラにはチャネルが2つあります。 

チャネル A (02:03:00) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ （5.25 インチデバイスまたは外部 
SCSI ( Wide ) コネクタ用）を、チャネル B (02:03:01) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ（ハー 
ドディスクドライブ用）を表示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプシヨンのメニューを選択して < Enter > キーを押す。 


ConTigure/View 

SCSI 



アダプタ（選択したチャネル）やチャネルに接続されている SCSI デパイスに対して 
設定したいときは、 「 Configure/View Host Adapter Settings 」 を選択します。 
選択したチャネルに接続されたハードディスクドライプのフォーマットやペリファ 
イ、およびチャネルに接続されたデパイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI 
Disk UtilitesJ を選択します。 

詳しい内容については以降の説明を参照してください。 

SCSISe / ecf を終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Esc > キーを押してください 
(設定を変更している場合は、その前に変更内容の保存を確認するメッセージが表示されます。 
保存する ( Yes ) か、破棄する ( No ) を選択してください)。 
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Defaults 


7 

Enabled 

Enabled 


Configuration 

SCSI Bus Interface Definitions 

SCSI ControlLer ID . 

SCSI ControlLer Parity . 

SCSI ControlLer Termination ■■■ 

Additional Options 

Boot Device Configuration . 

SCSI Device Configuration . 

Advanced Configuration . 

Host RAID . 

<F6> - Reset to SCSI Cont roL Ler 


Configure/View Host Adapter Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニューで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


次にメニューとパラメータを説 b 月します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してくだ 
さい。 


SCSI Bus Interface Definitions 


キーボードのカーソル (< 丨>キー/ < 丨>キー）を使って項目を選択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜[フ]〜 15 

「フ」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください 0 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


formation 


10 

2400 h, 200 Oh 


pt(I RQ) Channe L 
t Addresses ■■■■ 



[]: 出荷時の設定 
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Additional Options 

キーポー ドの カーソル (< 丨 > キー/< 丨 > キー ） を使って項目を選択します。 


Boot Device Conngurations 

「Boot Device Configurations 」 に力ーソルを合わせてく Enter 〉 キーを押すと次のような表示 
に変わります。 


， i : 1 : こ =: - Boot Device Conn gurat ion = 

Single Image 

Master SCSI Control l e r . . . I C - 7 9 0 2 A at slot 23 02:03:00 


Select SCSI peripheral from which to boot. 

Boot SCSI Controller .AIC- 7902 A at slot 23 02:03:00 


SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 にカーソルを合わせて < Enter > キーを押すと次のような表示に 
変わります。 


1^^^=^^^=== SCSI 

Device 

Configurat 

ion = 





SCSI Device ID 

#0 

#1 

#2 

#3 

#4 

#5 

#6 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


W -〇 設定は各 SCSI ID ごとに行えます。ターゲットとなる装置の SCSI 旧を確認し 
Bto てから設定を変更してください。 



追加した オプションの SCSI ID がわからない 場合は 「 Options 」 メニューで 
「SCSI Disk Utilities 」 を 選択して ください。しばらくすると 、 SCSI ID と 対応す 
る デバイスの画面が表示され ます。 詳しくはこの後の 「SCSI Disk Utilities 」 を 
参照して ください。 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「320」に設定してください。この値 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

は接続するオプションによって変更が必要 


80.0 

10.0 

な場合があります。詳しくはオプションに 


66.6 

40.0 

ASYN 

添付の説明書を参照してください。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデータ転送（デュアルトラ 
ンジション ( DT )) 機能を使用し、バスの稼 
働率を最適化するかどラかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI バスの稼働率を向上する Quick Arbitra ¬ 
tion and Selection ( QAS ) 機能を使用するか 
どラかを選択します。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


接続した SCS 曜器が Wide SCSI に対応して 
いるときは 「 Yes 」 に設定してください。対 
応していないときは、 「 No 」 に設定してくだ 
さい。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


ハードディスクドライプに対して使用する 
場合は 「 Yes 」 に設定してください。それ以 
外の場合は、 「 No 」 に設定してください。 

BIOS Multiple LUN Support 

[ Yes ] 

No 


「 No 」 に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定して<ださい。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Conriguration 

「Advanced Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Enter 〉 キーを押すと次のような表示に変 
わります。 



メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 1 C 
Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Display < CtrlxA > 

Message During BIOS 
Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Extended Int 13 Transfer 
for DOS Driver > 1 GBype 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください 0 

Post Display Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

Diagnostic 

特に必要がない限り変更しないでください。 

SCSI Conrtoller Int 13 
Support 

[ Enabled ] 

Disabled : NOT Scan 
Disabled : scan bus 

SCSI BIOS の有効/無効を設定します。次の 
場合を除いて 「 Enabled 」 に設定してくださ 
い0 

• SCSI コント□—ラ配下に接続された 
ハードディスクドライプ以外のコント 
□—ラ配下に接続したハードディスク 
ドライプから 0 S を Boot する場合 
(ハードディスクドライプが接続されて 
いない場合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
ハードディスクドライプが接続されて 
いない SCSI コント□—ラの BIOS を 
「 Disabled 」 にすることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください 0 

Support Removable Disks 
under Int 13 as Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[ Disabled ] 

リムーパプルメディアがコントロールする 
オプシヨンは AIC -79 xx BIOS によりサボー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください 0 


[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk Utilities は選択したチャネルに接続されたデパイスをスキャンし、それぞれのデパ 
イスの情報を表示します。デパイスがハードディスウドライブの場合は、ディスクのローレべ 
ルフォーマツトやべリファイを実行することもできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をスキヤンする画面が表示されます。 



スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデパイスの画面が表示されます。 


I— Select SCSI Disk and press <Enter> _■ 11 ■■ 1 -■ 删 " 1 


SCSI 

ID 

#0 

No 

d e v i 

ce 

SCSI 

ID 

#1 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#2 

No 

dev i 

ce 

SCSI 

ID 

#3 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#4 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#5 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#6 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#7 

Adaptec 

AIC - 7902 

SCSI 

ID 

#8 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#9 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#10 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#11 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#12 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#13 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#14 

No 

devi 

ce 

SCSI 

ID 

#15 

No 

devi 

ce 


この画面でデパイスを選択して<£は6「>キ_を押すとデパイスの詳細が表示されます。 
選択したデパイスがハードディスクドライプの場合は、次のサブメニューを実行することがで 
きます。 

• Format Disk : 選択したデパイスを口ーレペルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media ： 選択したデパイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、 

不良なセクタがあればアサインし直します。 


HostRAID 

HostRAID はディスクアレイ機能を構築するためのユーティリティです。詳細はオンラインド 
キュメントの 「 HostRAID ™ SCSISe / ecfUtility 操作説明書」を参照してください。 
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ディスクアレイ BIOS (ディスクアレイ BIOS ユーティリティ） 


ディスクアレイ BIOS ユーティリティは、オプションのディスクアレイコント□—ラボードの 
設定を切り替えるためのユーティリティです。 

ディスクアレイコント□ーラのタイプによって BIOS の起動方法やメニューの内容が異なりま 
す。詳しくは、購入されたディスクアレイコントローラボードに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 

購入されたディスクアレイコントローラを搭載した状態をオーダーされた場合は、本装置の添 
付品としてディスウアレイコントローラの説明書も添付されます。 




196 リセットとクリア 


■J セツトとクリア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 



0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ctrl > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 


W -〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいます。八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFR こで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


"~〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


POWER スイッチ （4 秒以上押す) 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


P-O CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべて出荷時の設 
團ヨ 定に戻ります。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


两~〇 その他のジャン■/(の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 



それぞれの内容をクリアする方法を次ページに示します。 
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A® 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理•改造はしない 

• リチウムパッテリを取り外さない 

• プラグを抜かずに取り扱わない 


△注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 


參 カバーを外したまま取り付けない 

參指を挟まない 

• 声:日ミナ音 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


1 . 119ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （128 ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （131 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの位置を確認する。 

5. ジャンパスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 


SATA ハー ドディスクドライブモデルで SATA RA 旧を構築して いる 場合は、 
Advanced メニューの 「SATA RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に 変更して く 
ださい。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フロッピーディスク 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムクロック 

30 

LAN 1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN 2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

51 

Adaptec SCSI 
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RAID コンフイ グレー シヨン 


ここでは本装置内蔵のハードディスウドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外付けのハードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコントローラと外付け増設ディス 
ク筐体などが必要です。詳しくはディスウアレイコント□ーラまたは外付け増設ディスク筐体 
に添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイドライブとして構築するにはオプ 
ションのディスクアレイコントローラを使用して構築する方法があります。 



